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1.写生文と近代小説
2. 写牛一文概説 子規や虚子の言説か ら
3 激石 と二つの写生文
4. 写生文の て章構造 『草枕』


















をベースとする『猫 jや『倫敦塔』は，現在形の多用 (rた jの拒否)などをつうじて逆に



























文『俳句の五十年JI (昭17) に詳 し いが (Iそれ ま での文韓と いふ も の は， 主 と して形容津山な
漢文崩しか，若しくは優美な言葉をつらねた擁古文瞳の文章でありまして〔……〕それを本富
に口で話すやうな口語種にしたのは，全く私等仲間の寓生文でありました (5リ)，虚子は『俳講

















らにはリアリズム小説の「活きた文体」に接ぎ木されるのだと説き， 1撤石す ら実 は虚子の源
流から出現したともいえる (7りと述べている。これに対して柄谷は(その論拠は幾分あいまい
ながら)，虚子の写tt.文と激石のそれとをはっきりと違ったものとして考えている。そして減






















いう表現を口にする。それは， r猫J Iこせよ r草枕』 にせよ ， 1普通」 ではない 自分の小説に激
石が賭けているものの大きさを逆照射する表現である。じっさい激石は『草枕jを「俳句的小




















までもない。子規はこれを「叙事文J， 1記事文J， 1小品文」 な ど と 呼んだ。 虚子に よ れば ，
f写生文」 の名称はそ の後いつか ら と も な し に定着 し てい っ た も ので， そ の実践 は彼の 「浅草
寺のくさぐさ J (明31 -32)に始まるのだという。文字どおり浅草界眼の見聞記で，文章をつう




鳩物語J， 1大内旅宿J (いずれも明40)などや何時間市J (明41)だろうが，写生文の佳作とし
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てはこのほか寒川鼠肯・の「新国人J (明33) や坂本担忠太の f夢の如 し J (明40附42 ) な どが挙
げられる。









はおよそ三つの側面，すなわち， (1)文体そのもの， (2) r写生j の性質 (素材 と そ の あ っかい
かた等)， (3) 結構にかかわ る側面が肴取さ れる 。 ( 1) の文体にかん して は， 先 に 号 l いた虚子の
回顧文 iこもあったように， r…ーではな いJ と い う 否定的なかた ちで言われ る こ と が多 い。 す






(2) の 「侭を， ま た どの よ う に写すかJ と い う 問題であ る が， こ こ では 自然， 人事にかかわ








































































舎J と称 し た こ と は周知の と こ ろであ る。 「山j の問題はい う ま で も な く (3 ) の結構の問題に
つなカ￡る。






















「寓生文Jにおいて激石は. r搭生文の存在は近頃漸 く 世間か ら認め ら れた様であ る が， 需
生文の特色に就てはまだ誰も明瞭に説破したものが居らん」とまず述べて，写生文の特徴はい
ろいろあるが，その根本にあるのはこの心的態度，大げさにいえば「人生翻」だといい，そし





























激右は「余が『草枕 JJ (明 39) に おいて， r草枕』 は 「世間普通に いふ小説 と は全 く 反封の
意味で書いた jもので，そこには「プロットも無ければ，事件の護展もない J (XVI, 544) と
語っているが， r寓生文J において も ， 一般の小説と の決定的な違い は筋の不在に あ る と さ れ
ている。逆にいえば「小説に於て筋は第-要件である」と。ただ， r余が 『草枕JJ に い う 未曾
有の「俳句的小説jが「小説界に於ける新しい運動jのさきがけのように語られているのに対
して，ここでの写生文の評価はあくまで棺対的である。











これに対して「余裕のない小説」とは切迫感と緊張に満ちた小説. r一豪 も道草を食っ た り
寄道をして袖を費つてはならぬ小説 Jをいう。「たとえばイブセン〔ママ〕の脚本を小説に直し
た様なもの jである。そこでは「死活の大事件 Jがあっかわれる。 f吾人の一生の浮沈に関す










性である。「妓楼ータの光景 J. r物寂びた春の宿に俊の音が問え る と云ふ光景J . r能の柴屋の
景色や照葉狂言の楽屋の景色 jなどの描主主が伊 jとして挙げられている。










ただ rr鶏頭 j序 Jにはひとつだけ気になる情所がある。そこでは「低個趣味も察観的とか













4. 写生文の二重構造 - u草枕』






























をどう捉えるかという問題である Oここでは「中心 Jと「山 Jとは区別して考えなければなら
ない。筋構成における「山 Jがないのは仕方がないにしても「中心 j は必要だ，と激石は考え
ていたふしがある。その「中心 Jとは何だろうか。じつは『文学論』に一箇所だけ写生文に




















































































































い。かくして f余 jと作者， r余j の書き も の と 『草枕』 と はほぼ重な る のだ と いえ る 。
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激石の新聞小説には比較的主人称小説が多いが cr虞美人草J， r三四郎J， rそれか らJ， r門ム



















こう考えると『虞美人車J は， r草枕』 と テ ー マや筋立ての う えではほ と ん ど正反対の悟向
をもつにもかかわらず，構造的には意外に類叫していることが分かる。むろん等生文的な二重
構造ということだが，人称の違いを超えた，それをいわば幾分か中和するこ重構造である o





ここでは詳論する余裕はないが，じつは第二作目の新聞小説で‘ある『坑夫J C暁41) に も
り手の似たような自己言及がみられるのである。その頻度はじつは『虞美人草Jにおけるより














る。 (III ， 535-536J




語り手の文章観に近いものである。この小説的て、なし、小説， r自然J な小説 こ そ狭義の写生文
的小説なのだが，いずれにしても，そうした小説観の表明も含んだものとして『坑夫』という
4篇の作品はあ る のであ る 。
一人称の語り手 z主人公はふつう作家を標梼しない，たんなる「生活人 jである。その語り
は古典的には作中人物のだれか(たとえば語り手の友人) Iこ舟けた談話であ っ た り ， 手紙であ っ
たり，自分のために書く日記であったりするのであって，いずれにしても明示的に「読者 Jに
宛てられることはまずない。一人称小説はふつう語り手とその対話者，そして(物語世界外の)








「小E見とはなにかJ. 1小説はいかに書 く べ き かJ と い っ た問い に こ だわ る のだ ろ う か。 そ の理
由は鯖単である。これらの間いは激石にとっては「人生とはなにかJ. 1いかに生き る べ き か」
という関いと等舗だからである。小説は人生の「外傑」の問題ではないのである。
ri草枕』 の語 り千は， 人は闘を書かな く て も大画家になれ る と述べてい る 。 あ る精神的境地
に達すればそれでいいのだと。激石が写生文を根本;的には「心的態度jひいては f人生観Jの
問題として捉えていたことは先にみたとおりである。盟、えば『文学論Jも木質的には心理過程
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